
資料①

「学びに向かう指標」坂井スタンダード ～７つの習慣～（案） 作成日： 2022/10/5

授業 清掃 挨拶 グループ活動 特活・行事 GTZ 資格・検定

学ぼうとする力 貢献する力 礼節の力 助け合う力 ともにつくる力 基礎学力 必要な技術・技能

A

自主的にできている その日に学習すること

をあらかじめ知り、考

えながら授業に参加す

ることができる。

自分で考えて掃除を進

められ、担当箇所を美

しくできる。

誰に対しても、自分の

方から適切な挨拶をす

ることができる。

周囲のことも意識して

できている

どんなグループにおい

てもコミュニケーショ

ンがとれ、意見を出し

合いながら課題の解決

を図ろうとする。

主体的に活動に関わ

り、仲間とともに最後

まで役割を果たすこと

ができる。

基礎力診断テスト

A1～B3以上

高いレベルのものに積

極的に取り組み、難関

に合格した。

B

与えられたことはでき

ている

授業に参加して、与え

られた課題について考

えることができる。

決められたことはこな

すことができる。

誰に対しても、適切な

挨拶をすることができ

る。

与えられたことはでき

ている

特定の人とはコミュニ

ケーションがとれ、課

題の解決を図ろうとす

る。

仲間とともに、最後ま

で役割を果たすことが

できる。

基礎力診断テスト

C1+～C3以上

コースで標準とされて

いるものを取得でき

た。

C

やる気はあるができて

いないこともある

授業に参加して、言わ

れたことだけは、する

ことができる。

教員が見ているときだ

けは、取り組むことが

できる。

場面によっては、挨拶

をすることができる。

やる気はあるができて

いないこともある

他者とうまく協力する

ことはできないが、自

分の役割は果たすこと

ができる。

その場には参加してお

り、言われたことだけ

を実行する。

基礎力診断テスト

D2-～D1+

コースで勧められたも

のに合格もしたが、不

合格の方が多かった。

D

やらないことが当たり

前になっている

何も取り組まなかった

り、私語をしたりし

て、学びの妨げにな

る。

注意されることが多

く、やらないことが当

たり前になっている。

挨拶をされても、返さ

ない。無視することが

ある。

やらないことが当たり

前になっている

話し合いに関心が持て

ず、コミュニケーショ

ンをとることをせずに

結論が出るのを待つ。

関係のない話をする。

その場にいないことも

あり、活動や作業には

参加しない。寝ていた

り私語をしたりして時

間を潰す。

基礎力診断テスト

D3-～D3+

受験を放棄したり、受

験したものに、ほとん

ど合格することができ

なかったりした。

坂井高校生としての目標をあと少しで達成できそうである（基礎）

坂井高校生としての目標を達成するにはさらなる努力が必要である（要努力）

自主(人間力向上のために） 協働（社会の一員となるために）

坂井高校生としての目標を十分達成しており、さらなる広がりがみられる（応用）

坂井高校生として卒業までに最低限身に着けたい力が身についている（標準）

創造（基礎となる知識・技術の習得）



資料②

１年企業研修
訪問日時　R4～R5

学校発13：00
（2H研修）

参加
クラス

訪問研修先企業名
生徒

参加人数
備考

７/１２（火）
8：40～11：50 1B

一般社団法人DMOさかい観光局
三国観光ホテル 24

９/６（火）

1M 前田工繊（株） 32

１０/２５（火）

1V （株）アイシン福井 17
クラスの1/2
２Ｖと同日

１１/１（火）

1V （株）アイシン福井 16 クラスの1/2

１１/４（金）

1A （株）フィールドワークス 28

１１/７（月）

1E 北陸電力（株） 30 ２Fと同日

１１/８（火）

1S 福井鋲螺（株）加賀工場 33

１１/１４（月）
13:20発 1F 〈有）谷口物産 33 実習着

１/２７（金）

1L （株）ローズガーデン/幸三郎ウエディング 33

２年企業研修
訪問日時　R4～R5

学校発着
参加

クラス
訪問研修企業名（専門）

生徒
参加人数

備考

９/３０（金）
9：45～15：30 2M

（株）エイチアンドエフ
北陸電力（株） 33

１０/２５（火）
9：40～15：30 2V

（株）ＵＡＣＪ
光生アルミニューム工業（株） 32

1Ｖと同日
実習着

１０/２７（木）
９：40～15：50 2S

前田工繊（株）
（株）福井村田製作所 33

2Eグローバル研
修と同日

１０/２８（金）
9：40～15：40 2E

（株）ＵＡＣＪ
北陸電力（株） 27

１１/２（水）
9：45～15：10 2A

三ツ星（株）
前田工繊（株） 32

１１/７（月）
9:40～16：10 2F

グランディア芳泉
安田蒲鉾（株） 30

1Eと同日
実習着

１１/１５（火）
8：40  道の駅発12：00学
校着15：30 2B

大野城　道の駅おおの（課題学習）
カイノス（株） 31

1 /２６（木）
9:20～16：30 2L

（株）ローズガーデン/幸三郎ウエディング
タケフナイフビレッジ 32 体験あり

実施日 教室
出前研修企業名

(専門と専門外を受講）

1A 田中農園（株）

1F （株）米五

1M 福井鋲螺（株）

1V （株）ＵＡＣＪ

1E 北陸電力（株）

1S 三谷商事（株）

1B 福井県観光連盟観光
地域づくりマネージャー

1L 仁愛女子短期大学（保育）

実施日
参加

クラス
グローバル研修（コースで計画）

生徒
参加人数

2A
合同会社ながの農園
（株）和郷 32

2F
（株）シャトレーゼ白洲工場
（株）モンテール岐阜 30

2M ジェイ・バス（株） 33

2V ジェイ・バス（株） 32
10/27（木）
7：15出発 17：20帰校 2E 北陸電力（株）本社　電線マン見学 27

2S
（株）富士通ITプロダクツ
（株）小松製作所 33

2B
（株）エイチアンドエフ
ユニフォームネクスト（株） 31

2L
ＹＵＭＩ　ＫＡＴＳＵＲＡ
ＭＵＳＥＵＭ・若狭工房 32

Ｅ，Ｌ以外修学旅行中にＡＮＡの工場はじめ、沖縄の企業訪問に変えることも検討

R5  2/1（水）



 

 

福井県立坂井高等学校 マイスター・ハイスクール事業 

令和 4年度 企業訪問研修 趣意書     

 

１ 目的 

研究主眼である「地域の課題と地元企業の価値を理解し、持続可能な次世

代の地域産業を担う人材の育成」を具現化するため 

 

２ 観点 

「ふくいの産業」の技に触れ、 

（１）自ら学ぶ専門分野が実社会でどのように生きているか、また生かされそ

うかを考察する。 

（２）DX やオウンリーワン技術、ビジネスモデル等に触れ、その利便性・効率

性・地域への貢献度（SDGｓや ESG 等）についての認識を深めるととも

に、未来へのさらなる発展の方向について学ぶ。 

（３）企業理念について学び、今後の企業の在り方について考える。 

（４）企業が抱えている課題について学び、問題点を考え、３年次の課題研究

に資する。 

（５）学びを踏まえ、自分の思い・考えを企業に伝える。 

 

３ 対象 

   農業２コース、工業４コース、商業１コース、家庭１コース 

合計８コースの１・２年生 ４９７人 

 

４ 実施時期 

   令和４年９月～令和５年１月 

 

５ 実施方法 

   １年生 … 自ら学ぶ専門分野の関連企業を訪問 

         見学と講義を合わせて２時間程度 

   ２年生 … 自ら学ぶ専門分野の関連企業と関連外企業 

計２社を１日で訪問 

         各社、見学と講義を合わせて２時間程度 
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MH企業研修                                                                         

★次の点を意識し、研修に参加しよう！   -印象に残ったことや大切だと感じたことなどをメモしよう 

質問事項としても使ってください。 

①学びとのつながり － 企業が取り組んでいることは、自分が学んでいることと、どのようにつながっているだろう？－ 

 

 

 

 

 

②企業の技と未来   －企業の誇れる技は？ そして、それは今後どうなっていくだろう？- 

 

 

 

 

 

③企業の取り組み   －SDGｓや社会貢献等、社会や地域において企業が果たす役割には何があるだろう？- 

 

 

 

 

 

④企業が抱える課題   －企業は何を問題と捉えているだろう？－ 

 

 

 

 

 

⑤企業の理念   －企業が大切にしていることは何だろう？－ 

 

 

 

 

 

★研修終了後、裏の振り返りを記入し、担当の先生に提出しよう 

研修先 

 研修日       年       月       日 

クラス 番 号 氏     名 
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MH企業研修  振り返り   

              ★研修を振り返り、あてはまる〇に✓を入れてください。 

                          （項目の内容にふれられていないと思ったら、飛ばしてください。） 

① 
今回の研修に自分が普段学んでいることとのつながりを見つけながら参加できましたか？ 

〇できた       〇どちらともいえない       〇できなかった 

② 
企業の特色や、最先端の技術などを理解することができましたか？ 

〇よく理解できた  〇理解できた  〇どちらともいえない 〇あまり理解できなかった  〇理解できなかった 

③ 
企業の社会や地域における役割について理解することができましたか？ 

〇よく理解できた  〇理解できた  〇どちらともいえない 〇あまり理解できなかった  〇理解できなかった 

④ 

企業が抱えている課題を理解することができましたか？ 

〇よく理解できた  〇理解できた  〇どちらともいえない 〇あまり理解できなかった  〇理解できなかった 

⑤ 
企業の理念や、大切にしていることを理解することができましたか？ 

〇よく理解できた  〇理解できた  〇どちらともいえない 〇あまり理解できなかった  〇理解できなかった 

⑥ 
今回の研修を終えて、何か新しい発見や気づきはありましたか。 

〇あった     〇なかった 

⑦ 

今回の研修は満足のいくものでしたか。 

〇大変満足    〇満足   〇どちらともいえない   〇やや不満足   〇不満足 

その理由を書いてください。 

 

 

⑧ 

研修を終えて（印象に残ったことや言葉、疑問点、新たな発見など、具体的に書いてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｒ４．9．6   １－Ｍ 前田工繊（株）訪問の生徒の声               

 

すべての生徒がよく学んでいると感じられます。 

 

〇環境のことを考えていく工業はすごい 

〇あらゆる分野のものを作って地域に貢献している 

〇繊維だけではない。土木資材、建築資材、タイヤのホイール 

〇落石対策など、社会に役立っているものが、こんな身近で作られている 

〇自分の将来を見据えることができた 

〇震災に貢献している。男女平等である 

〇製品の数がすごく多い 

〇オンリーワン技術 

〇機械が人間のように動いている。前田工繊には行ってもいい 

〇福井県にこんなすごい工場があり、嬉しく思った 

〇網袋の強度が強い。１２トンの重さに耐えられる。 

〇今後の未来はロボットが手伝ってくれる 

〇企業理念「ＳＳＬＱＤＣ」生きてきた中で、目に入るもののいくつかが前田工繊で作られ

ている 

〇外部の需要に応じて製品を作っている。大変そうだが、自分も頑張りたい 

〇自動で動く機械が心に残った 

〇「人と人とのつながりを持ち、それを目標とする」が、企業の基本理念 

〇世界にはこんなにすごい製品があるんだと思った 

〇Safety,Society,Law,Quality,Delivery,Cost 

〇円安が今、注視していること 

〇将来工場に入りたいと思っているので、この２時間はとてもいい経験 

〇見学して、働くことの大切さや楽しさを知った。将来を決める幅が広がった 

〇繊維だけではない。海外ともつながっているすごい会社 
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自治体  坂井市、あわら市、坂井市商工会、あわら市商工会 

研究機関 福井大学、福井県立大学 

地域企業 

Consortium 構想（案）                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Student 

ＡＩ、ＩｏＴ、ＶＲ、ＡＲ、ドローン

産業の６次化、ビッグデータ

の活用、EC、地熱発電 

食品ロス、観光ビジネス 

農業の IT化,サブスク、 

デザイン・アート等 

  マイスター・ハイスクール事業の継承 

  プロジェクトチーム 

学科・コース 

学年会 分掌部 

坂井高校 

地域課題解決 

学科横断課題研究 

 発表会 

 

先端技術の探究 

企
業
技
術
者 

に
よ
る
授
業 

施
設
設
備
提
供 

企
業
訪
問 

農業、食品、機械、自動車、電気、情報システム、ビジネス、生活デザイン 

全校生徒 ７５０名 ４学科 ８コース 

カリキュラムマネジメント 

 

Consortium構想は、生徒の資質を

高め、Well-being を追求するため

に、企業と学校が共に手を携えて 

学びを構築しようというもので

す。それは、学校並びに企業を伸

ばすことにも繋がります。さらに

企業と学校の協働は、地域を豊か

にするものだと考えております。 

協働してくださる企業を集い、

意見を出し合って、生徒とともに

学ぶ環境を創っていきたい。 

 将来、企業に入って、企業を愛

し、地域を支えてくれるのは坂井

高校の生徒です。その観点に立っ

て、将来の「ふくいの産業」を俯

瞰でき、豊かな知力を持つ生徒の

育成をめざしていきます。 

PTA 
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「坂井高校マイスターコンソーシアム」設立趣意書（案） 

現在、第 4 次産業革命の進展、デジタルトランスフォーメーション（DX）等によって産

業構造や企業における仕事の内容が急速に革新しているなかで、地域産業の人材育成の核

となる専門高校には、社会の絶え間ない変化に対応できるデジタル新時代の職業人材の育

成とその教育システムの構築が求められています。 

 

このような背景のもと、本校は文部科学省からマイスター・ハイスクール事業（次世代地

域産業人材育成刷新事業）（R3～R5）の採択を受けて様々な活動を行ってきました。 

具体的には、 

・学校設定教科「ふくいの産業」による地域産業の理解・探究 

・産業実務家による授業 

・地元企業への訪問研修 

・企業から講師を招いての出前研修 

・グローバル研修 

・4 学科全 8 コースによる企画研究・課題研究発表会、など 

マイスター・ハイスクール事業によるこうした取り組みは、学校と地元企業との連携をよ

り強固なものにし、生徒の地域社会への理解を深める上でも有効であると考えます。 

 

以上のことから、「地域の課題と地元企業の価値を理解し、地域産業を担う人の資質を高

める」ことを目的として、マイスター・ハイスクール事業の事業年度終了後における承継発

展体制として、「坂井高校マイスターコンソーシアム」の設立を提案いたします。 

 

 

 

令和 年 月 日 

 

福井県立坂井高等学校    校長           内藤俊治 

マイスター・ハイスクール CEO        三村友男 

マイスター・ハイスクールプロデューサー 南 良一 
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Consortium概要                           

設立趣意：〇マイスター事業の継承発展（地域の課題と地元企業の価値を理解した、地域産

業を担う人材の育成さらにその資質を高める） 

〇地域産業の持続的な発展のために職業教育の在り方を模索する 

 

方法：職業教育を学校と企業が担う。自治体にサポートをお願いする。 

 

内容： 

① 学校、企業、PTA、生徒代表による運営会議を学期に１度実施する。 

（マイスター事業の運営推進委員会にあたる） 

② 「ふくいの産業」の授業（1年か２年の１単位）を学校と企業で創る。 

モデル：〈県作成の Library の視聴、連動した生徒による探究活動、疑問点に関して他

のコースの先生方によるミニレクチャー、企業の方による講義、グループワークまたは

企業見学、振り返り〉 

   （6コマ～7コマ） 

③ 各コース２年生は企業訪問研修を行う。（Consortium賛同企業を中心として訪問） 

④ 各コース１年生に企業出前研修を行う。（Consortium賛同企業へのお願い） 

⑤ 意欲のある生徒に、ふくいの産業の先進的な課題研究として企業派遣 

（夏季休暇を利用して、Consortium賛同企業へ依頼） 

⑥ コースの要望を受けて学校への企業招聘（ふくいの産業の生きた教材の提供を受ける） 

⑦ 企業からの課題提起（実社会への貢献） 

⑧ カリキュラム開発（運営会議の中で話し合う） 

 

育てたい人間像 

〇 福井の産業への関心をもった、仕事への意欲の高い、考える力の持った生徒 

＊学校と企業、自治体がお互い満足する関係。すなわち、企業の魅力を教育に提供して

いただく中で、生徒がふくいの魅力を感じ、知り、卒業後は企業に入り、貢献してい

く。就職におけるミスマッチの減少とともに、地域の発展につながる。 

 

〇 生徒(企業人)がwell-being になること 

（知ること、経験すること、生きた現場から考ること） 

（１） 生徒の産業への知識、理解、課題の把握による、職業人としての資質の向上 

（２） 地元の企業の価値と地域への貢献を知ること＝地元地域への愛着の醸成 

（３） 地域に貢献することによる、co-agency の達成＝well-being 

 

資料⑨ 


